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令和４年度畜産総合研究センター課題内部評価結果報告書 
 
１ 評価実施組織 
  農林水産技術会議畜産部会専門分科会 
２ 評価方法 
    「畜産総合研究センター試験研究機関内評価の視点について」による。 
  委員の構成：専門分科会構成員のうち、畜産課副課長（技）、担い手支援課専門普及指導室、農林水産政策課、生産振興課、流通販売課、 

担い手支援課、安全農業推進課、畜産課、各農業事務所改良普及課、農業大学校 
３ 評価の経過 
 第１回試験研究課題評価検討会：令和４年７月１２日 
   事前評価対象５課題、事後評価７課題について、事前に評価調書を委員に送付し、指摘事項等の記入をお願いした。検討会では課題内容の聴取、 

質疑応答の後、委員による評価を取りまとめた。 

４ 評価結果と対応 

 

第１回 事前評価（総合評価 5 : 独創性・貢献度等が高く、是非課題化した方が良い、4 : 課題化した方が良い、3 : 部分的に検討する必要がある、 

2 : 大幅に見直しする必要がある、1 : 課題化する必要はない） 

評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事前
評価 

低品質粗飼料の効率利用に

向けた粗飼料混合給与が消

化性、ルーメン※内発酵、窒

素代謝に及ぼす効果の検証 

 

 
 

R5～ 

R7 

低品質粗飼料の利用効率を高めるために、これら

を含めた粗飼料源として、発酵速度の違う数種類の

粗飼料を混合した飼料を泌乳牛に給与し、発育、乳

量等の生産性に及ぼす影響を解明するとともに、具

体的な混合例を提示する。 

農家では通常、数種類の粗

飼料を組み合わせて給与し

ており、コスト低減の努力も

なされていると認識してい

る。また、獣医師、各飼料メ

ーカーからも飼料設計等に

ついて、農家への助言がある

と思われるが、本試験で、農

家が見て納得できる結果を

どのように示すのか。 

４ 

ルーメン留置型の pH センサ

ーを用いて、ルーメン内発酵に

及ぼす影響を可視化する、ルー

メン内で合成される微生物体蛋

白合成量など従来示されていな

いデータを示すことで有用性を

示したい。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事前
評価 

体外受精卵の受胎率向上技

術の検討 

R5～ 

R7 

体外受精卵の凍結、融解後の生存性向上が認められ

る培養方法と凍結方法を活用し、体外受精卵生産体制

を確立することを目的に実施し、受胎性の高い体外受

精卵を生産することで体外受精卵の利用拡大を図る。 

本技術を県内農家に普及

するとして、普及対象は普段

からの嶺岡の受精卵の供給

先になるのか？もしそれ以

外の農家に普及することを

想定しているのなら、具体的

にどのように普及するの

か？ 

４ 

当所の受精卵業務の改善・効

率化を図ることは基より、受精

卵の生産・移植を担う技術者や

自家採卵を行う農家にも有益で

ある。確認された技術について

は、乳用牛受精卵供給事業で委

託団体を通じて、普及を図って

いく。 

事前
評価 

乳用種未経産牛における効

果的なエストラジオール※

製剤併用CIDR※シンクプロ

グラムの検討 
 
 
 

R5～ 

R7 

乳用種未経産牛において、効果的な膣内留置型プロ

ジェステロン製剤（以下、CIDR）挿入時に、エストラ

ジオール製剤を投与した定時人工授精法を検討するた

め、CIDR留置期間別に繁殖成績の調査を行う。 

１頭あたり2,920円とい

うのはコスト的に見合うと

いう理解でよいか？ 

４ 

コストの大部分は CIDR であ

り、CIDRを用いた発情誘起方法

は広く普及した技術である。卵

胞ウェーブの調整や排卵促進を

目的にとして、GnRH※を使用する

手法はあるが、GnRHは1回の投

与コストが 300 円かかる一方、

本試験では１回の投与コストが

60円と安価なエストラジオール

製剤を使用するため、CIDRを用

いた発情誘起法の中では低コス

トであると考えられる。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事前
評価 

始原生殖細胞※を用いた 

新ＷＡ※の遺伝的保存技術

の確立 
 
 

R5～ 

R8 

本県で保有する青玉卵産鶏について、災害や伝染病

の蔓延、近交係数上昇等から保護するために、始原生

殖細胞を用いた遺伝資源の保存と復元技術を確立す

る。 

 

始原生殖細胞を用いた遺

伝資源の保存、復元の施術

は開発されているとある。

今回、この課題の目指すと

ころは、その技術を利用で

きる人材を育成すること

か？技術自体の確立であれ

ば、大学等の研究機関で実

施されているようなので、

県として実施する意味はあ

るのか？ 

４ 

種の保存・復元に係る業務を

外部委託できる組織・団体が存

在しないため、県保有鶏の保

存・復元は、県で実施する必要

がある。 

また、鶏の品種や系統によっ

て保存技術の条件設定が必要と

なるため、今回はそれに取り組

む予定である。 

事前
評価 

日本版アニマルウェルフェ

アに配慮した豚のストレス

緩和法の検討 

R5～ 

R7 

アニマルウェルフェアに配慮した母豚と子豚の飼養

管理方法の調査として、母豚ではトリプトファン※給与

と分娩前の巣作り欲求の充足による分娩と泌乳ストレ

スの緩和効果を調査する。子豚の飼養管理では、去勢

時の鎮静剤投与及び、切歯方法による子豚のストレス

緩和効果について検討する。 

 

ストレス緩和の判断は何

をもって行うのか、その指標

について教えていただきた

い。 ４ 

血中または唾液中のコルチゾ

ール※濃度を測定し、これを指標

とします。 
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第１回 事後評価（総合評価 5: 計画以上の成果が得られた、4: 計画どおりの成果が得られた、3: 計画に近い成果が得られた、 

2: わずかな成果しか得られなかった、1: 成果が得られなかった） 

評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事後
評価 

ICT を活用した省力的な分娩管

理の検討 

（要望課題） 

R2 ～

R3 

牛の分娩監視は、酪農家にとって拘束力が強い作

業のひとつですが、分娩前体温を随時測定し、分娩兆

候を検知するシステムにより、分娩開始時間を予測

することができます。また、分娩前体温の日内変動か

ら分娩難易度や分娩後疾病の予測も可能といわれて

いる。以上のことから、本研究では、当該システムを

利用し、分娩監視作業の省力化を検証するとともに、

分娩難易度や分娩後疾病との関連性を検討した。 

その結果、システムの精度は高く、システムの導入

により分娩牛１頭にかかっていた分娩監視人員は、

約７割の省力化が図られた。また、分娩事故数も８割

減となり、有効性が確認された。 

「体温の急上昇が認めら

れた場合はSOS通報が起き

るため、乳房炎などの産後

疾病への対応の必要性につ

いて判断できる」とあるが、

27 件発生した産後疾病の

うち何件でSOS通報があっ

たのか。 

４ 

産後疾病のうち、体温上昇が

産前の症状として出やすいのは

乳房炎である。産後疾病のあっ

た27件のうち、SOS通報が起き

たのは2件であった。 

事後
評価 

乾乳※から泌乳初期までの給与

飼料の違いが乳牛の生産性に

及ぼす影響の解明 

 

 

H27～

R3 

乳牛の健全性向上及び酪農経営の大規模化にと

もなう乾乳牛の集団管理に対応した、乾乳から泌乳

初期までの新たな管理技術の開発をおこなった。 

その結果、乾乳期を45日とし、日本飼料標準・乳

牛（2017年版）のTDN※要求量の90%とした１群管理

は、乳生産性に影響を及ぼさずに、分娩後の飼料摂取

量が増加し、負のエネルギーバランスの軽減につな

がる可能性が示唆された。また、乾乳期飼料の粗濃費

や、泌乳期初期飼料のNDF※水準を変更しても乳生産

性に及ぼす影響がないことが判明した。 

 

特になし 

４ 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事後
評価 

ビオチン※等の脂肪交雑促進物

質を利用した高品質牛肉生産技

術の検証 

 

 

H28～

R3 

肉質改善効果が期待されるビオチン（ビタミン B

群）について、黒毛和種および交雑種去勢牛における

添加給与効果と効率的な給与法を検討した。 

その結果、黒毛和種では、ビオチン添加給与効果は

みられませんでしたが、交雑種では、ビオチン添加給

与により飼料摂取量が増加し、これに伴い増体や肉

質を向上させる可能性が示唆された。また、添加給与

時期については肥育後期で添加した区で肉質が良い

傾向がみられたことから、飼料摂取量の維持が重要

となる肥育後期に給与することで、エネルギー充足

が改善し、肉質改善効果が見込めることが示唆され

た。 

 

ビオチン給与による経済

効果の検討（コスト分析）

はされているのか。 

ビオチンの価格が示され

ていないが、どの程度の価

格なのか。ビオチン給与で

飼料摂取量が高いようだ

が、飼料が高騰している現

状でビオチン給与は経営に

プラスになるのか。 
３ 

使用した d－ビオチン２％製

剤は1g当たり2.0円であり、中

期区での添加期間で約 6 千円/

頭、後期区での添加期間で約 8

千円/頭の出費となりました。成

果発表では、稲わら53.5円/kg、

配合飼料54.4円/kgで試算し、

ビオチンの添加により枝肉成績

が改善され収益性が増加する可

能性が示された。なお、飼料価格

高騰を加味し、稲わら64.5円、

配合飼料69.1円で試算すると、

各区の収益の差は小さくなる

が、ビオチンを添加した区で収

益が大きくなったことから、飼

料費が高騰している現在でも、

経営にプラスになると考えられ

る。 

事後
評価 

青玉卵産出鶏における新系統

の早期造成 

（要望課題） 

H30～

R3 

青玉卵産出鶏の種鶏WA※は、近親交配が進み、産卵

後期における卵殻色の退色、卵殻粗雑が増えたこと

から、WA の新系統を早期に造成するため、青色卵殻

遺伝子を保有する鶏同士の交配により、早期造成を

目指した。 

その結果、新系統は、既存のWAと比べて造成期間

が１／２に短縮することができました。また、能力で

は、卵殻強度とハウユニット※が高く、濃い青色の卵

殻色となったことから、配付用交雑鶏での生産性の

向上が期待される。 

 

 

WAについては、長期に渡

って研究がなされ、一部直

売所でも付加価値のある卵

として認識されつつあると

思うが、今後の見通しはい

かがか。 ４ 

新しいWAは、既存WAと比べ

て濃い青色卵であるため、県保

有の赤玉卵産出鶏レッドライン

ロードとの組合せを見直す必要

がある。 

今後は、新WAとの組合せ試験

の結果を確認しながら、配布の

開始時期を検討していく。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事後
評価 

排水中硝酸性窒素低減技術の現

地実証及び普及移行支援 

R1 ～

R3 

養豚排水中の硝酸性窒素低減技術の普及を図るた

め、上向流型硫黄脱窒※システム及び新たに開発した

硫黄資材の実用性について、実証試験を実施した。 

その結果、試験期間中の原水の硝酸性窒素は平均

119mg/L、処理水では平均37mg/Lで、平均74%除去す

ることができ、運転条件によっては、通年で一般排水

基準※をクリアできる可能性が示唆された。なお、試

験開始２年以上を過ぎても硫黄資材は硬化せず、脱

窒能力を保持していることから、長期間の運用にも

十分に耐えうると考えられる。 

 

当技術の導入にどの程度

の金額が必要なのか示して

もらいたい。 

４ 

繁殖豚 60～70 頭の一貫経営

の規模の農場で、概算800～1000

万円である。 

 

事後
評価 

簡易的な胚培養器具による牛胚

輸送方法の確立 

R1 ～

R3 

新鮮胚の広域流通を図るため、簡易的なガス濃度

調節器具や温度維持器具を組合せ、低価格、簡易な輸

送器具を開発することを目的に実施した。 

その結果、市販の細胞保存容器により３２時間以

内の輸送が可能であった。また、輸送時に一定温度を

保持できれば、簡易保存容器での輸送も可能と考え

られる。 

 

この取組の将来的な展開

について、胚輸送の際の確

立した手段として生産現場

等で広めていくのか、それ

とも嶺岡乳研の胚供給事業

で用いるためだけのものな

のか。 ３ 

凍結胚に比べ受胎率の高い新

鮮胚の利用を図るためには広域

的に流通させ、受卵牛をより多

く確保することが求められる。

このため、胚の生存率が高く安

定的な輸送技術として確立でき

れば、受精卵に取り組む生産現

場等での利用も広がると考えら

れる。同様に当所の供給事業に

おいても優良供卵牛の新鮮胚を

広域的に流通させることができ

れば、酪農家にとって有益なも

のと考えている。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事後
評価 

黒毛和牛放牧によるササ地の抑

制方法の検証 

R1 ～

R3 

耕作放棄地の解消方法として、黒毛和種の放牧が

ササ類に及ぼす抑制効果を検証し、放牧を実施した

場合の問題点を明確にするとともに、耕作放棄地の

復元効果について検証した。 

その結果、放牧によって牧草生産に必要な照度の

確保やササの除草作業の省力化が図られ、ササの成

長を抑える春の放牧がより効果的であった。 

なおササの飼料成分は稲わらと同程度であるた

め、10a当たりの放牧期間は２週間程度が安全と推察

された。 

 

飼料高騰時において、今

後も有効な手段になると思

われるが、乳用牛において

も導入可能か。また、放牧

ではなく、牛舎内での給与

を検討する余地はあるか。 
４ 

ササの飼料成分は稲わらと同

程度であり、妊娠や発育など生

産性を伴う牛においては配合飼

料などの併給が必要である。牛

舎内の給与においては肉用牛で

サイレージ給与の知見があり、

乳牛での給与を検討することは

可能と思われる。 

 


